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韓国の水素
開発 

ネットゼロに向けた韓

国の水素技術への取り組み   

プラチナ需要に朗報 
 
 

 
韓国政府は昨年末、第6回目となる Hydrogen 
Economy Committee 会議を開催し、クリーン

な水素エコシステムへの転換と水素産業の育

成に向けた主な政策を発表した。 

同会議では、クリーンな水素承認システムの導

入や燃料電池自動車の普及などを含む様々な政

策について話し合いが持たれ、韓国政府が水素

生産技術の税金優遇措置を実施するとの期待が

持たれている。 

韓国政府は水素を脱炭素化の実現と同時に経

済成長を可能にする手段と位置付けており、

これまでにも、2030年までに2万1200台のバ

スを含む 30万台の燃料電池自動車の導入と  
660 箇所以上の水素補給ステーションの設置

を目指すことを発表している。 

高度に発達した韓国経済を脱炭素化するために

グリーン水素の利用も重要な戦略の一つだ。グ

リーン水素と燃料電池自動車の導入が進み、政

府が水素輸出も援助する姿勢となれば、今後韓

国はプラチナ需要の主要なハブになる可能性が

ある。プラチナは固体高分子型水電解装置でグ

リーン水素を生産するための触媒として使わ

れ、燃料電池自動車では固体高分子形燃料電池

の燃料でもある。 

 

増える投資 
韓国では 、水素バリューチェーン全体にわた

る水素技術の開発と利用に官民あげて取り組

んでおり、400億ドル以上の投資が予定され

ている。例えば政府は水素の実験都市を６箇

所建設することにしている。 

また韓国の大手企業も水素促進の波に乗っ

ている。ヒュンデはソウル近郊の 仁川市 
に 11億ドルをかけて燃料電池工場を２箇

所建設しており、年間10万個の燃料電池を

生産する計画だ。また Dooson Fuel Cell は 
HyAxiomと バラードパワーシステムズとと

もに固体高分子形燃料電池のモビリティー

利用の開発に取り組んでおり、韓国市場に

向けた燃料電池バスや 水素補給ステーシ

ョンの提供を目指す。 

 

燃料電池システム. 写真提供: ヒュンデ 
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固体高分子型水電解装置と燃料電池メーカー

の大手である米国の プラグ・パワー と韓国の

燃料企業 SK E&S のジョイントベンチャーであ

る SK Plug Hyverse は、ギガワット規模の大がか

りな水電解装置製造工場を建設するだけでな

く、固体高分子型水電解技術の利用を通じて

国内のグリーン水素セクターの発展にも深く

関与しており、 済州島の２箇所で行われてい

る水電解装置の試運転プロジェクトにも参加

している。 
 

Air Liquide Korea は ロッテグループ と共同で大

規模な次世代水素補給センターを韓国で開発

中で、手始めの最初の 2 ユニットは Daesan と 
Ulsan の工業地帯に設置され、人口密度の高い

韓国の都市部、北西部の 京畿州と  Ulsan、
Daegu、釜山のある南西部の 慶尚南道州とに水

素を供給する。 
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